
宮城県
　宮城県言語聴覚士会では昨年度より「言語聴覚の日」のイベントを開催しております。

昨年度は「失語症を知ろう」と題し、支援に携わるケアマネジャーや介護職員の方々に、失語症への理解を

深めていただくことを目的とした研修会を開催しました。参加者からは厳しい現場の様子と支援方法への困惑、

介護職員にとって言語聴覚士が身近な存在になりえていない現状等を伺うことができました。また、他職種の

方々に参加を募ることは、私達が想定してよりも難しいものだということも実感できました。

　そして、昨年の経験から今年度は独自に研修会を開催するのではなく、他職能団体のイベントへ参加させて

いただき、言語聴覚士を既に知っている方々との結びつきを強め、そこから言語聴覚士の普及に繋げる活動

方法に転換することにしました。

　今年度の言語聴覚に係る普及啓発活動としては、7月に宮城県理学療法士会、大崎歯科医師会のイベントに

参加させていただき、ブース出展や相談コーナーの設置、講話などを通して言語聴覚士の普及啓発活動を

行っております。年内には宮城県大崎市主催、宮城県栄養士会主催のイベントへ参加する予定です。また、

イベントを通して言語聴覚士の普及度合いに地域で差があることも見えてきました。

　今後も言語聴覚士が他職種との連携を密に図れる環境を作りながら、県民の皆様へ言語聴覚士を少しでも

知っていただけるような活動を続けて参ります。
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